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私 のスケ ッチ ・ブ ック(13)

共同生活と身体感覚

国立民族学博物館 教授

森　 明 子

■ 洗 濯 室 に て

　 もう15年 も前 の こ とに なるが 、私 の ヨ

ーロ ッパ体験 は ウィー ンの学 生 寮 か ら始

まった 。寮 とい っ て も夏季 に はホ テル と

して利用 され る、 きわ めて近 代 的 な施 設

だ った 。1人 また は2人 で ひ とつの 部屋

を利 用 す る こ とに な ってい て、6部 屋 の

住 人が ひ とつの キ ッチ ンを共 有 した。洗

濯 は、 地階 の洗 濯室 に洗 濯機 と乾 燥機 が

それ ぞ れ5～10台 ほ ど並 んで い て、 コイ

ンラ ン ドリー と同様 の有料 シス テ ムであ

った。 これ を寮 に住 む全員 と、 プ ラス ア

ル フ ァが 利用 した。 プ ラス アル フ ァ とい

うの は 、そ の料金 が外 の コイ ンラ ン ドリ

ー よ り安 か った か ら、周 辺 に住 む学生 や 、

学生 寮 で掃 除や営 繕 の ため に雇 われ てい

た アル ジ ェ リア 人家族 な ど も利用 してい

たか らで あ る。洗 濯機 はいつ も稼 動 して

いて 、 たい てい は待 つ こ とにな った か ら、

その あ いだ に私 は さ まざ まな発見 を した 。

　 大 きなス ポー ツバ ッグの他 に、大形 紙

袋 を2～3個 も下 げて くる学 生 が い て 、

中 には ぎっ し りと衣類 が詰 め 込 まれ てい

る。彼 はい った い どん な生 活 を して いる

のだ ろ う。

　 男子 学生 が 洗濯 機 か ら取 り出 した洗 い

物 の 中 には、 女性 の下 着が ま じって いる

こ と もあ っ た。 ときに はお どけ た男 子 学

生 が 、 自分 の ジ ー ンズ の上 にそれ を当 て

て見せ 、 そ こにい る数 人の 笑 い をさそ っ

た。私 の ほ うが ど ぎま ぎ したが 、 同時 に、

学 生 たち に とって 、女 の子 のパ ンテ ィを

洗 うこ と も、洗 って も らう こと も、 まる

で屈託 が ない のだ と感心 した。

　 大量 の洗 濯物 を持 って くる学生 は、決

して少 数 で はなか っ た。 しか もその 洗濯

物 は、複 数の 、多 くは4人 以上 の もの だ

とい う こ とが 、 しだ い に わ か っ て きた 。

学生 の 多 くは共 同生 活 を してい て、 その

中の洗 濯 当番が 、代 表 して全 員 の洗 濯物

を洗 濯 してい たの であ る。

■共同生活

　学生の共同生活というのは、2～6人

程度が集合住宅の1室 を借りて生活する

ことが多い。このような共同生活が実現

するには、さまざまな要因がある。
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　 ヨー ロ ッパ の古 い都 市(大 学 はだい た

いそ うい う都 市 にあ る)に は、現代 人 の

生 活 ス タイ ル に合 ってい る とはい いが た

い、古 い集合 住宅 が 数多 くあ る。古 い住

宅 は大 き くて部屋 数 も多 く、雰 囲気 も よ

い が 、 天井 が 高 くて 光 熱 費 はか か る し、

家 賃 も安 くはな い。小 人数 の現代 家 族 の

ニ ーズ には合 わ ない が、数 人 の学生 が家

賃 を折 半す れ ば、快 適 に住 む こ と も可能

だ。 その場 合 、個 室 の数 だけ の学生 が共

同生活 し、 キ ッチ ン とバ ス、 トイ レな ど

を共有 す るの がふ つ うで ある。 学生 に恋

人が で きれ ば、 そ こに加 わる。

　 ヨー ロ ッパ で は 、 学生 の 共 同 生 活 は、

ひ とつ の生 活形 態 と して認 め られ てい て、

親 と同 じ都 市 に住 んで い て も、 友人 た ち

と共 同生 活 を始 め る学 生 は 少 な くな い 。

若 者 が 友 人 と共 同生 活 を始 め る こ とは 、

生 活 をいか に設 計 す るか とい う始 ま りの

レベ ル よ り、親 か ら独立 す る、 とい う積

極 的 な意味 が認 め られてい る。

　 ボ　ンゲマインシャフト

■居住共同体の成立

　他人が共に生活するという意味では、

徒弟制度や寄宿人などを含めて、共同の

生活のさまざまなあり方が、近代以前か

らあった。 しかし、ひとつの生活形態と
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して理解 される共 同生 活 のあ り方 は、近

代 の 中か ら、 近代へ の批 判 と して生 まれ

て きた。

　 学 生 のあい だ に多 く見 る共 同生活 の形

態 は、居 住 共 同体(Wohngemeinshcaft)

と呼 ばれ る もので 、1960年 代 後 半 の学生

運 動 の時代 に、 その起 源 を求め る こ とが

で きる。背 景 に は、 中産階級 の 家父 長 的

小 家族 へ の批判 、高 等教 育 の普及 、大 学

都 市 にお け る住 宅不 足 な どの諸要 因の結

びつ きが あ った。

　 当初 の居 住共 同体 は 、家父 長 的 な小 家

族 や家 族 の分裂 を、集 団的 な連帯 とい う

生 活 方式 をもっ て克 服 しよ うとす る思想

の も とに成 立 した。1この共 同生 活 に は 、

個 人 ばか りで な く子 供 のあ る カ ップル も

含 まれて いて 、子供 を共 同 的 な人間 関係

の も とで養 育す るこ とが 重視 された 。

　 しか し、政治 的 な意味 あ いは 時が たつ

につ れ て薄 れ て い っ た。 居 住 共 同体 は 、

1970年 代 、80年 代 に は、社会 的 な居住 の

あ り方 と して認 め られ てい った。90年 代

以 降 の現代 で は、住 宅供 給 の増加 とい う

状 況 に も影 響 され て、居 住共 同体 とい う

生 活形 態 は減少 しつ つ あ り、社 会 的 な位

置 づ け と して は、 ひ とつ の通 過段 階 と見

な され る傾 向 が強 くなって い る。

　 一方 で、 そ れが ひ とつ の生 活 ス タイル

と して社 会 的 に承 認 され て い る こ とは 、

現 在 もか わ りが ない。

　 知人 の ドイ ツ人男性 は50歳 代 であ るが 、

女性 を含 んだ居住 共 同体 の生 活が す で に

20年 以 上 にな る。彼 の女 性 同居 人 には恋

人 が いて、 そ の恋 人は、 別 の居住 共 同体

で 生 活 して い る。 そ の居 住 共 同体 に も、

女 性 の同居 人が 含 まれ てい る。



　 異 なる職業 を もつ 居住 共 同体 の 同居 人

た ち は、 と き ど き訪 れ る恋 人 も含 め て 、

夜 の ひ とと きや 日曜 日の午前 中に、 互い

の考 えを交換 しあ う会話 をたいせ つ にす

る。 仕事 な どで興 味 深 い経 験 を した こと

や、 新 聞記事 や読 書 、映 画 な どが 話題 に

な る こ とが多 い 。彼 らは、互 い の所在 に

つ いて はいつ もほ ぼ把 握 してい るが 、拘

束す る こ とは な く、 別行動 を とる こ とが

多 い。 日本 人 に説 明 して も、 この生活 ス

タイル は理解 して も らえな い、 とい うの

が知 人 の言 で あ る。

　 居住 共 同体 は 、現代 社会 の さま ざま な

要 請 に適合 す る生 活 ス タイ ル を提供 しつ

つあ る こ とに も言 及 してお こ う。 女性 や

老 人 、障 害者 や長 期 リハ ビ リ治療 の患 者 、

また、 ホー ム レスの 人 々の居住 共 同体 が

実 現 して いて 、新 しい社 会 住 宅の 方向 を

示 してい る。 制度 が一 方 的 にサ ー ビス を

与 えるの で はな く、居住 共 同体 で は、 同

居 人 のそ れぞ れが 平等 な関係 を前提 とし

て 、 そ れ ぞ れ に合 った 自立 性 を確 保 し、

責 任 を負 っ て 共 同 生 活 を遂 行 して い く。

そ こに新 しい 可能 性が 開 けて い る。

■ 身 体 感 覚 の 構 成

　 さて、 この ような他 人 との共 同生 活 が

実 現 され る と き、 人 はか な らず何 度 か 身

体 的 な違和 感 を経験 す る。 た とえば、友

人 と数 日の旅行 を して も、 歯磨 き、下 着

や靴 下 の替 え 、入浴 や トイ レの用 な どを

め ぐるわず か な習慣 の違 い を、 違和 感 と

して感 じる こ とが あ る。

　 これは、 身体 の レベ ルで 、 自己 と他者

との境 界 を感 じとっ てい る感覚 とい える。

この よ うな身体 的 な感覚 は、長 い時 間 を

かけ て、 たい てい は家族 の 中で 、意 識下

には ぐ くまれ る。 そ して他者 と出会 っ た

と きに、 自分 が 育 んで きた 身体性 を初 め

て認 識 す る こ とに なる。 共 同生活 は、そ

の ような 身体 性 のぶ つ か りあい を必然 的

に もた らす もの で あ り、 しか も、 日常 的

な生 活 の 中で否応 な くそれ と対面 す る こ

と を強 い る。

　 この ぶつ か りあい は、 なか なか エ ネル

ギ ーの い るこ とであ るか ら、共 同生活 に

はそれ相 応 の覚悟 が必 要 に なる。ドイツ

で居 住共 同体 とい う生 活 ス タ イルが確 立

してい った過 程 に、 第二 次世界 大 戦後 の

経済 的 、社会 的 な条件 、 政治 思想 が介 在

してい た こ とは、そ れが 共 同生活 を実 現

す るた めのエ ネ ルギ ー とな ってい た と理

解 す る こ とが で きる。

　 身体感 覚 を共有 す る家族 の領 域 は、 通

常 「私 的領域 」 と呼 ばれ る。 ミシェ ル ・

フー コーが論 じた よ うに、身体 性 を私 的

領 域 の 中 に閉 じ込 め て、私 秘化 してい っ

たの は ヨー ロ ッパ 近代 の プ ロジ ェク トで

あ った。 この 私秘化 の核 を構成 し、そ の

境 界 を固い殻 で守 ってい るのが 「近 代 家

族 」 で ある。

　 居住 共 同体 は 、 この私 的領域 と しての

家族 を再 編成 し、身体 感覚 を、家族 以外
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の友 人関係 の間 に も解 放 しよう とす る実

験 で あ った、 とい え るだ ろ う。

■共 同 性 と身 体 感 覚

　 こ こまで考 えて きた ところで 、 冒頭 に

述 べ た洗濯 をす る男子 学生 の姿 を思 い 出

して みた い。 ここで洗 濯 は、少 な くと も

二 つ の視 点か ら問 われ る。 ひ とつ は洗 濯

を家 事 労 働 と と らえ る視 点 。 この場 合 、

この男 子学 生 の行動 は、家事 労働 を分担

す る男 性 と して読 み とれ る。 そ れ は、家

事 労働 を女 性 の もの とす る家 父 長的 な分

業 に対 す る批 判 と して 、理解 す る こ とが

で きる。 男 性 が 家 事 に参 加 す る こ とは 、

ま こ とに結構 な こ とで あ る。 しか し、そ

の ような思想 に回収 し きれ ない 身体感 覚

が まだ残 るので は ない だ ろ うか。 そ れが

ふ たつ め の視 点 で あ り、問 いで あ る。

　女 性(あ るい は男 性)の 衣 類 を、男 性

(あ る い は女 性)が 洗 うこ とは 、 はた し

て幸 せ な のだ ろ うか?　 あ るい は同性 で

ある友 人 の場 合 で あ って も、 そ の衣類 の

洗 濯 を一緒 にす る のは幸 せ な こ となのだ

ろ うか?　 その場 合 、友 人 とは、 どの よ

うな関係 の 人 なの だろ うか?

　 この 問い は、換 言 す れば、 共 同性 と身

体感 覚へ の 問い であ る。 この 問 い に対 面
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す るため に は、 ひ とまず家族 に立 ち戻 っ

て 考 え る ほ か な い 。 家 族のと こ ろ は 、
　　 　　 　　 　　　 　　 　　 ハ

「家族 」 とい う言 葉 を使 え ば、 私 た ち は

身体性 をめ ぐるあ い まい な感 覚 を、 たい

てい封 じ込 め て しま うこ とが で きるこ と

であ る。

　 た とえば、結 婚 した 日か ら、 それ まで

他 人 であ った配 偶者 の家 族 と、洗 濯 を含

む さ ま ざ ま な 身体 的 な接 触 を 開始 す る 。

その ような こ とが求 め られ 、多 くの場 合

は、 で きて しま う。 これは 「家族 」 とい

う概 念 が 強 力 に作 用 す る こ とに よっ て 、

身体 の レベ ルで た しか に存在 す る違和 感

が 、お さえつ け られ るか らであ る。 その

違和 感 は、 やが て時 間 とと もに、 「慣 れ」

の 中 に まぎれ、 意識 の下 に沈 んで い く。

　私 が ウ ィー ンや ドイ ツで見 た居住 共 同

体 とい う共 同生活 の ス タイ ルは、 この よ

うな身体 感覚 を、家族 の外 に広 げる とい

う再 編 成 をな しとげた実例 で あ った。 そ

れ も1970年 代 に、近代 批判 と して や って

の け たわ けであ る。

　 同 じような運動 を展 開 しなが ら、 それ

をな さなか っ た 日本 は、 近代批 判 をす る

には なお未熟 で あ った とい えるの か も し

れ ない 。 あるい は、 ヨーロ ッパ 世 界 とは

別 の身体 感覚 が存 在 して い る、 と考 えて

み るべ きだ ろ うか 。 この 点 につ い て は、

も う少 し考 え る必 要が あ りそ うだ 。
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